
質問番号 質問内容

Q1～Q7
PC，携帯電話，スマートフォンの普及状況及び利用実態
調査

Q8～Q11 平休別の買い物・レジャーにおける交通選択行動調査

Q12～Q20 柏市内における駐車場利用実態調査

Q21～Q30 車，カーナビの普及状況と利用実態調査

Q31～Q42 情報提供サービスの受容性調査

Q43～Q45 環境に対する意識調査
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持続可能な持続可能な
交通状態モニタリング交通状態モニタリング

市民向け生活交通市民向け生活交通
情報配信システム情報配信システム

時空間融合時空間融合
交通情報基盤交通情報基盤
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プローブ情報の他，車両感知器や
画像データ等，あらゆる情報を収集
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時空間交通情報
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みよう！

渋滞が減って
CO2削減！
みんなでやれば
できるんだ！

渋滞が減って
CO2削減！
みんなでやれば
できるんだ！

 

画像データ

車両感知器など

走行履歴

プローブ情報

（位置情報・速度 etc…）
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交通事故
データ
旧Ver.

道路交通
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旧Ver.

環境
センサス
旧Ver.

施設データ
（MICHI）
旧Ver.

ＶＩＣＳ
データ

各種プローブ
データ
（A）

各種プローブ
データ
（B)

交通工学
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交通事故
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道路交通
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（MICHI）

各種プローブ
データ
（C）

各種プローブ
データ
（D）

センサス区間⇔ＤＲＭリンク
対応テーブル

VICSリンク
⇔ＤＲＭリンク
対応テーブル

トラカン
常時観測
データ

.
ＤＲＭ
旧ver.

差分テーブル 差分テーブル 差分テーブル 差分テーブル

バスプローブ
データ

オンデマンド
バスプローブ
データ
（柏市内)

タクシー
プローブ
データ
（柏市内)

ＤＲＭ
【基盤】

緯度経度⇔ＤＲＭリンク
対応テーブル

ＣＣＴＶ画像
交通量
データ

差分テーブル

道路情報
システム

（道路規制等）

ＮＥＸＣＯ
データ

（速度、規制等）

KP⇔ＤＲＭリンク
対応テーブル

① ②

③

④

トラフィックスコープ

柏市全体を表示

■市民にCO2発生状況の“気づき”を与え、 
自らの意識改革による行動変容を促すシステム
を千葉県柏市をフィールドとして構築 地球温暖化問題 

の深刻化 

本調査の内容 

①市民の交通行動をモニタリング 

▼生活交通情報フィードバックシステムの概要 

こんなにCO2 
が出ている 
のか！？ 

②収集した情報をデータベースへ蓄積 

③蓄積情報から交通SIMを用いてCO2排出量等を算出 

④市民にCO2発生状況の気づきを与え、行動変容を促進 

CO2最小経路

今日はバスで 
駅へ向かおう 

・アンケート調査により、属性に因
る交通行動の傾向や地域特性の相違
を分析 

・情報提供の効果が見込まれる市民
層や、提供方法・提供内容を検討 

あなた
の経路

CO2最小経路

▼市民に対して提供する情報サービス（案） 

(c)フィードバック型 (d)インセンティブ付与型 

柏市内におけるCO2
発生状況を提供 

現在地からの推奨移動
経路・移動手段を提案 

過去のトリップに対す 
る比較経路情報を提供 

CO2削減分だけインセ
ンティブを提供 

日々のCO2発生状況
を日常的に学習しても
らう 

CO2が発生しやすい場
所を避けたルート提案を
行い、移動をサポート 

自身の移動によるCO 
2削減量や貢献度、達 
成度を確認してもらう 

インセンティブ付与に 
より、市民の能動的な 
行動変容を促す 

情報提供 
タイプ 

(a)俯瞰型 (b)ナビ型 

提供する 
情報内容 

情報提供 
の狙い 

情報提供 
画面(案) 

スマート 
フォン 
の例 

  柏市及び周辺地域住民を対象に、自動車利用状況と提供する情報サービス案の受容性を調査 
▼アンケート回答者の基本情報 ▼アンケート内容構成 ▼情報提供サービスの受容性を問う質問 

※紙面の都合上(b)～(d)についての詳細結果は割愛 

  情報提供タイプ別及びアンケート回答者の属性別に、CO2発生状況を情報提供した場合の行動変容率を集計 
▼居住地域別 ▼移動目的別 
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俯瞰型サービス CO2可視化による行動変容率

柏 松戸 流山 我孫子 野田 鎌ヶ谷・白井・印西

地域によって差異が見られる 
例えば、“⑤乗り継ぎ”への変容率が高い野田
市ではP&R等の施策と共に情報サービスを実
施すると有効と考えられる。 

買物層の公共交通転換率が高い 
通勤層と比較して時間的余裕のある買物層は行動変容
し易いと考えられる。 

目的地やそこまでの経路において CO2
排出量が多いことが分かった場合、あな

たは行動を変えようと思いますか？あな

たのお気持ちに近いものから順に，6 つ
お選びください． 

 ⇒上記を(a)～(d)の各サービスについて調査 

▼情報提供タイプ別 

経路変更の可能性が最も高い 
インセンティブ付与型の有効性が
見られる 
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情報提供タイプ別 CO2可視化による行動変容率

(a)俯瞰型 (b)ナビ型 (c)フィードバック型 (d)インセンティブ付与型
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俯瞰型サービス CO2可視化による行動変容率(平日)

通勤

(148人)

買物

(393人)

■2013年(本実験) 
⇒約100名のモニターを
募り本実験を実施予定 

・経路変更を考慮したナビ型の情報提供の充実 
・インセンティブ付与型サービスの考案及び実装 
・地域性を考慮した他の施策との連携を検討 
・買物層をターゲットとした情報提供内容を検討 
・行動変容を後押しする参加型(ゲーム型)コンテンツの実装 

・ITS世界会議2013に
て本実験の様子を紹介
予定 

■2012年末(プレ実験) 
⇒約20名のモニターを 
対象にプレ実験を実施 

※行動変容1位の回答のみを集計 ※行動変容6位までの回答を累計 ※行動変容6位までの回答を累計 

反映 
アンケート結果の反映 

柏市 574人

松戸市 126人

流山市 106人

我孫子市 86人

野田市 46人

鎌ヶ谷・白井・印西市 105人

対象者

1,043人

柏市とその周辺7市町村に居住の18歳～69歳の男女

有効

回答者数

CO2排出量の20%は 
運輸部門 

環境に配慮した効率的な交通行動への変容を促す生活交通
情報フィードバックシステムの構築に関する基礎調査 
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実験スケジュール 

連絡先 

アンケート結果 

アンケート内容 

研究紹介 

研究背景と目的 


